
三
十

三
年

の
夏
布
も
亦
た
未
だ
兌

回
を
蒙

ら
ず
し

て
見

に
庫

に
積
む
。
中
間

に
鼠
耗
し
朽
爛
す

る
の
有

り
や
無

し
や
、
積

む
こ
と
久
し
く
湿
灰
す
る
を
慮

恐

す
る
に
拠
り
、
今
、
続

い
て

一
百
匹
を
附

し
、
前
来
し

て
抵
補

す
。
耗

を

除

き
兌
額
は
此
れ
原
よ
り
歴
年

の
恩
典

に
係

わ
れ
ば
、
伏
し
て
乞
う
、
査
照

し
て
、
今
年

の
二
百
匹
も
て
四
百
匹

に
湊
成

し

一
併

に
絹
帛

に
兌
換

し
て
齎

回
せ
し
め
ん

こ
と
を
。
朝
廷

の
遠
宇
を
柔
す

る
の
意

、
外
夷

の
恩
典

に
沾
う

の
例
、
両

つ
な
が
ら
失

わ
れ
ざ

る
に
庶

か
ら

ん
。
此

の
為

に
、
理

と
し

て
合

に
貴
司

に
移
咨

し
て
知
会

す
べ
し
。
希
わ
く

は
咨
文

の
事
理

は
逐

一
査
照
し

て
帰
国
せ
し
む
る
を
伏
し

て
乞

い
、
倭
寇

平
定

の
情
由

は
伏

し
て
乞
う
、
題

奏
し
て
施
行

せ
ん
こ
と
を
。
此

の
為

に
移
咨

す
。
須

ら
く
咨

に
至

る
べ
き
者

な
り
。右

、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司

に
咨

す

万
暦

四
十
年

(
一
六

一
二
)
正
月
　

日

咨

注

(1
)
勅
諭
　

〔〇

一
-
三
一
〕
。
引
用
は

「近
ご
ろ
」
か
ら
注

(2
)
ま
で
。

注
は
同
項
を
参
照
。

(2
)
等

の
情
あ
り
　
注

(1
)
の
引
用
の
終
り
。

(3
)
倭

に
入
り
　

明
か
ら
帰
国
し
た
毛
鳳
儀
ら
は
、
た
だ
ち
に
鹿
児
島
の
尚

寧

の
も
と
に
報
告
に
行

っ
た
。

(4
)
紫
泥
封
　
詔
勅

の
封
印
。
璽
書
が
紫
色

の
印
泥
を
用
い
て
封
じ
ら
れ
る

こ
と
に
由
来
す
る
。

(5
)
瓜
期
　

任
期
の
終
る
時
、
交
替

の
時
期
。

(6
)
三
十
九
年
…
人
船
　

こ
の
先
遣
の
船
は

『明
実
録
』
万
暦
四
十
年
七
月

己
亥
の
条
の
、
琉
球
国
王
の
帰
国
を
告
げ
た
使
者
栢
寿

・
陳
華
ら
か
。

(7
)
幇
載
　

幇
は
く
み
、
仲
間
。
く
み
わ
け
し
て
載
せ
る
こ
と
。

(8
)
扣
線
結
黒
角
甲
　
扣
は
結
び
目
。
扣
線
結
は
糸
縅
。
黒
角
は
不
詳
。

(9
)
全
六
幅
　

六
個
で

一
そ
ろ
い
(護
面

一
、
胸
掩

一
、
手
套

一
組
、
護
腿

一
組
)
が
二
組
、

の
意
。
幅
は
副

(対
)
に
同
じ
。

(10
)
湊
成
　

一
所
に
集
め
る
。

(11
)
正
月
　

日
　

こ
の
時
の
符
文

〔二
六
-
一
七
〕
は
正
月
二
十
六
日
付
で

あ
る
。

1-18-07

国
王
尚
寧
よ
り
布
政
司
あ
て
、
王
銀
詐
取
の
犯
人
を
逮
捕
し
て
銀
を
取

り
立
て
る
こ
と
を
求
め
る
咨

(
一
六

一
三
、
二
、

一
一
)

琉
球
国
中

山
王
尚

(寧
)
、
盗
贓

を
急
究
す

る
事

の
為

に
す
。

切

に
以
う

に
、
蛇

は
頭
由

り
し
て
酖
毒

し
、
盗

は
囮

に
憑
り

て
害

を

肆

に
す
。
該
国

は
歳

に
職
貢

に
循

い
、
遣

わ
す
に
定
員
有

り
。
財
副

の
設
は
、

本

よ
り
是

れ
銀
を
管
す
。
能

に
因
り
任
を
授
く

る
に
、
結
確
を
詢
ら
ざ
れ
ば

、

孰
く

ん
ぞ
敢
え

て
営
充
せ
ん
や
。
原
、
栢
寿
を
差
わ
し
、
銀
両
を
管
解

し

て
、

倭

の
燬
す

る
を
買

い
整
え
し
む
。
是

れ
百
十

の
数

に
非
ず
、
尚
お
千
余
に
足

る
。
身
家

の
係

わ
る
所
な
れ
ば
監
守
防
閑
し

て
夙
夜

懈
る

に
匪
ざ

る
は
、
理

と
し
て
必
然
た
る
所
な
る
も
、
勢

い
は
勉

む
る
を
待
た
ず
。
但

だ
機

の
■

す
る
を

知

る
も
、
囮
賂
せ
ら
れ
、
披
肝

を
愛
し

て
飾
偽
せ
ら
る
。
情

を
抒

ぶ
る
に
、



夷
人
は
性
、
直
な
る
を
仰
み
て
計

に
陥

り
て
籠

せ
ら

る
。
拙

き
は
坑

に
□
□

、

□
□
□
■

ら
る
。
啻
だ
■

を
探
り

て
物
を
取

る
は
易

き
の
み
。
窃

か
に
聞
く

に
、
見

に
□
追

し
、
恩
□
□

造
を
蒙
る
。
曲
節

は
未

だ
情

詳
ら

か
な
ら
ず
、

弊
織

の
方
を
欺
く
を
恐
る
れ
ば
、
俯

聴
せ
よ

、
請
乞
う
、
留
神
し

て
電
照
し
、

玉
石
を
明
分
し
、
真
盗

を
芟

き
て
以

て
亟
や

か
に
罩
■

を
追

叩
し
、
甦
放

せ

ん

こ
と
を
。
嘗

て
聞

く
に
、
鳥
飛

べ
ば
羽
落

つ
。
盗
、
王
銀
千
余
両

を
偸

め

ば
豈

に
賊
跡
無

か
ら

ん
や
。
且

つ
天
網
恢
恢

な
り
。
真
盗

も
亦

た
、
奚
く
ん

ぞ
能

く
漏
脱

せ
ん
や
。
此

の
為

に
、
理
と
し

て
合

に
貴
司

に
移
咨

し
て
知
会

す

べ
し
。
煩
為
わ
く
は
追
究

し

て
施
行

せ
ん

こ
と
を
。
此

の
為

に
移
咨
す
。

須
ら
く
咨

に
至
る

べ
き
者

な
り
。

右
、
福
建

等
処

承
宣
布
政
使
司

に
咨
す

万
暦
四
十

一
年

(
一
六
一
三

)

二
月
十

一
日

咨

注

*
王
銀
を
詐
取
さ
れ
た
事
件
に
つ
き
そ
の
糾
明
を
請
う
咨

で
あ
る
が
、
文
章
の

も

っ
て
ま
わ

っ
た
表
現
は
、
事
件
に
福
建
の
官
が
か
ら
む
た
め
と
思
わ
れ
る
。

な
お
こ
の
時
の
符
文

〔二
六
－
一
八
〕
、
執
照

〔
三
二
-
一
八
〕
が
あ
り
、
ま
た

『明
実
録
』
万
暦
四
十
三
年
三
月
乙
卯
の
条

に
、
万
暦
四
十

一
年

に
入
貢
し

て
き
た
記
述
が
あ
る
。

(1
)
盗
贓
　
盗
み
に
よ

っ
て
得
た
贓
物
。

(2
)
酖
毒
　
酖
と
い
う
鳥

の
羽
に
あ
る
猛
毒
を
い
い
、
そ
の
羽
を
ひ
た
し
た

酒
を
飲
め
ば
死
ぬ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
蛇
は
頭
に
毒
が
あ
る
、
と
い

う
ほ
ど
の
意
味
。

(3
)
財
副
　

王
府
の
役
職
名
で
は
才
府
。
貢
船

に
乗
り
組
み
唐
物
買
付
の
役

目
を
す
る

(『大
百
科
』
)。
な
お
西
川
如
見

『華
夷
通
商
考
』
巻

二
に

あ
る

「
唐
船
役
者
」
の
中

に
「
財

副
　
荷
物
商
売
ノ
日
記
算
用
ヲ
主
ド

ル
者
ナ
リ
」
と
あ
る
。

(4
)
結
確
　

し

っ
か
り
と
し
て
確
実
で
あ
る
。

(
5
)
営
充
　

は
か
っ
て
充
て
る
。

(6
)
栢
寿
　

『明
実
録
」
万
暦
四
十
年
七
月
己
亥
の
条

に
栢
寿
ら
の
入
貢
の

事
情
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
な
お

〔
一
八
‐
〇
六
〕
注

(6
)
を
参

照
。

(7
)
身
家
　

一
家
、

一
身

(生
命

・
財
産
な
ど
に
つ
い
て
い
う
)。

(8
)
監
守
防
閑
　

(よ
く
な
い
こ
と
を
)
防
ぎ
抑
え
る
。

(9
)
夙
夜
　

朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
。

(10
)
■
　

ひ
こ
ば
え
。
正
し
く
な
い
も
の
や
わ
ざ
わ

い
を
生
む
こ
と
。

(11
)
披
肝
　
心

底
を
あ
ら
わ
す
。

(12
)
弊
織
　
悪

い
役
人
の
こ
と
か
。

(13
)
留
神
し
て
電
照
　
気
を
つ
け
て
ご
ら
ん
に
な
る
。

(14
)
罩
■
　

虚
構
を
お
お
い
か
く
す
。

1-18-08

国
王
尚
寧
よ
り
礼
部
あ
て
、
十
年
後
の
進
貢
を
命
ず
る
勅
諭
を
受
け
、

常
貢
の
回
復
を
請
う
咨

(
一
六

一
四
、
九
、
二
四
)

琉
球
国
中
山
王
尚
寧
、
開
読
し
て
、
電
や
か
に
簸
弄
を
豁
し
歳
貢
を
鑑
納

し
て
以
て
孤
危
を
拯

い
、
以
て
毒
寇
を
釐
む
る
を
■
天
す
る
事
の
為
に
す
。


